
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桜 華 
白石市立福岡中学校 

全校生徒 ８７名 

令和４年４月２６日 

第 １ 号 

文責：教頭 

教育目標  心豊かで  たくましく  学ぶ喜びを求める生徒の育成 

心も体も元気な子どもを育成するために，家族みんなで，「早寝・早起き・朝ごはん」を実践しましょう！ 

令和四年度 始業式 校長式辞 要旨 
 
 三年生、二年生の皆さん、進級おめでとうございます。 
  今日ここに、皆さんと先生方が一堂に会し、第一学期の始業式を迎えられたこと、みんなで喜び合いたい
と思います。 
さて、今日から、令和四年度の皆さんの学校生活が始まります。 
新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、皆さんが中学校に入学して以来これまで、家庭での生活や学校生
活、行事、部活動など、多くのことが制限され、その生活は今もなお続いています。しかし、一方では、私
たちは予防の仕方を学び、授業や行事も、対策をしっかり行い、実施するためにはどうしたらよいのかを考
える、いわゆる創意工夫する力を身につけました。これからも、新型コロナ対策での制限された生活が、い
つまで続くのか見通しはもてませんが、気持ちを新たに、元気に頑張っていきましょう。 
 四月は、心機一転のときです。これまでの学校生活を振り返り、良いところは更に伸ばす工夫をし、軌道
修正するところは、素直な心で改める絶好のチャンスです。 
 今日の午後には、三十五名の新入生を迎えます。明日からの新入生との学校生活で、模範となるような言
動をし、上級生としてふさわしい姿を見せることで、一年生の憧れの先輩になってほしいと思います。 
 私は、これからの福岡中学校生徒一人一人の姿を、次のように思い描いています。 
※ 表 示 
「強い意志を持って、自ら進んで考え行動する、意気込みをもった生徒」 
いわゆる、「覇気ある生徒」になってほしいと思います。  
意気込みをもって取り組むということは、当然失敗することもあります。 
みなさん。失敗しないことの一番の方法は何だと思いますか。それは、挑戦も何もしないことだと私は思い
ます。始めから失敗を考え過ぎて、挑戦も何もしなければ、当然、失敗はしません。しかし、成功もしませ
ん。 
大切なのは、失敗から何を学び、どのように次の一歩を踏み出すか、ということです。多くの失敗のその先
に、成功があるものだと、私は思います。 
福岡中学校には、皆さんの価値ある失敗を笑うような生徒は誰一人いないはずです。堂々と「覇気」をもっ
て様々なことに取り組む皆さんの姿が、学校のあちらこちらで見受けられることを期待します。 
 三年生は、約十ヶ月後には初めての岐路である進路選択・高校入試があります。二年生は七ヶ月後には、
三年生からすべての面で役割がバトンタッチされます。あっという間に、そのときが来ることでしょう。 
 これからの学校生活が、「明るく」・「楽しく」・「元気よく」活気に満ちあふれたものとなり、覇気を
持った皆さんと先生方で、「勢い」のある福岡中学校をつくりあげていくことに期待と願いを込め、式辞と
します。 
  
                                                             令和四年四月八日 
                                           白石市立福岡中学校 校長 柏 良行 

令和４年度がスタートしました！「覇気」「日進月歩」 

  


